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研究成果の概要（和文）： 
 エコミュージアムは、1971 年に命名されてから一世代を上回る 40 年を経て、様々な変容を

とげてきている。とくにヨーロッパでは、この間に活発であった時期もあればその後衰退した

地域もあり、次の世代への継続性が課題となっている。長期間を経たエコミュージアムでは、

歴史的遺産の継承だけではなく、教育的視点を持ちつつ常に現代的課題に対処し、社会的包摂

の考え方やその基盤には住民活動による一貫性などが重要な意味を持っていることなどがわか

った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Over forty years have been passed since the word "ecomuseum" was coined. After one 
generation cycled from 1971, many developments and also declines have been experienced 
among European ecomuseums. Ecomuseums have not only successfully maintained 
historical heritages in cultural and natural aspects but also managed pedagogical activities 
coping with contemporary problems. It has been made clearer that the idea of the social 
inclusion and community involvement are important. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２０１０年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

２０１１年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

２０１２年度 900,000 270,000 1,170,000 
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民参加、保存 
 

１．研究開始当初の背景 
「エコミュージアム」とは、ある一定の地

域における生活文化や遺産の全体を、住民参

加による博物館として、保全し学習の場とし

て活用する地域づくりのための博物館活動

のことであり、1971 年にフランスでエコミ

ュゼという名称がユグ・ドヴァリーンによっ

て発案されてから、世界各地に広がりを見せ

ている。我が国でも 90 年代からこの活動が

認知され始め、1989 年の山形県朝日町を始

めとして各地でエコミュージアムの実践が

試みられている。しかし実際の日本における

内容を見ると、その名称を使っていても実態

は様々で、世界で展開しているエコミュージ

機関番号：１２７０１ 

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：2010 ～ 2012  

課題番号：２２６０１００３ 

研究課題名（和文）欧州エコミュージアムにみる世代継承性と現代的課題への対応                    

 

研究課題名（英文）Study on the Generativity and Challenges of European Ecomuseums Today 

 

研究代表者 

 大原 一興（OHARA KAZUOKI） 

横浜国立大学・大学院都市イノベーション研究院・教授 

 研究者番号：10194268 

 



 

 

アムの理念の理解が不十分なまま、単なる形

態を模したものや誤解・曲解もしばしば見う

けられる。 
研究代表者らは 1995 年日本エコミュージ

アム研究会設立以来、その理解と普及に努め

てきたが、当初日本へ適応すべく学んだ海外

の事例のいくつかは、その後の社会環境の変

化や担い手の世代交代によって、対象地域の

拡大や公的公園などとの統合、役割終焉論の

勃興など、実際には変化をとげている。それ

にも関わらず、最近では海外事例については

あまり研究がなされていない。 
フランス、スウェーデンではおよそ 40 年

の経験があり、その多くは社会情勢に応じて

常に変化している。エコミュージアム組織そ

のものの生成消滅もあるが、定義の見直しや

運営目標や考え方の原点など、理念に関する

議論がくりかえされてきている。とくにヨー

ロッパのエコミュージアムはイタリアを本

拠にしたネットワーク組織を 2003 年に構築

し、活発に会合と討論をくりかえしてきてい

いる。 
2000 年代に入ってから、エコミュージア

ムの再評価の動きが活発化している。このよ

うに、すでに長い期間のエコミュージアム運

営を経験している欧州諸国では、世代交代の

中で、見直しや再評価、同時代的な整合性な

どが常に議論されている。また日本同様まだ

実践の日の浅いイタリア等でも、積極的にそ

の理念と実践方法が追究されている。 
日本もこれらの現代的な新たな社会的課

題に対する議論から学ぶ必要があると考え

られる。さらに、このような動きの中で、国

際的な比較研究の実施が海外の研究者から

も待たれており、評価チェックリストづくり

も試みられている。日本でも、いわゆる地域

活性化やまちづくりの分野だけではなく、博

物館学の視点からの評価の必要は大きいと

言えよう。 
 
２．研究の目的 

本研究では、わが国において今後のエコミ

ュージアム活動を実際に各地で実現化し展

開していくにあたって、そのより良い方向を

探ることを目的とし、世界のエコミュージア

ムで現在抱えている課題等を多様な専門的

観点（博物館学、建築・都市工学、社会教育

学、生態学、地理学、建築史、文化財保護政

策など）から総合的・学際的に比較分析・考

察することによって、コミュニティと博物館

の関係を再考し、現代的な課題設定・実践・

施策・展開・評価の方法についての学術基盤

を構築し、エコミュージアム活動と地域社会

一体型の博物館における今後のあり方を探

ることを目指している。 
このため、本研究の具体的な目的としては、

エコミュージアムが各国でどのように展開

してきたか、またしつつあるのかを調査し、

多面的に考察することによって、エコミュー

ジアムの現代的意義を確認し今後の方向性

を明らかにしようとするものである。そのた

めに、本研究では以下の３つの課題を設定し

た。 
［① 歴史的経緯・世代継承性の考察：世代

交代に伴う変化］ 
 もっとも長い経験を持つフランスとスウ

ェーデンのエコミュージアムのこれまでの

経緯と現代の課題を明らかにすることをひ

とつの主要な研究課題としている。世代交代

を伴う 40 年近い経緯の中でどのように変容

し次世代に引き継いで発展してきたか、世代

継承の方法、経年的な変化の様相を調査し明

らかにする。 
［② 現代社会における意義の考察：諸課題

への取組実態］ 
 最近わが国同様に活発な動きを見せてい

るイタリアの展開（「エコミュージアム法」

の確立、欧州ランドスケープ条約の推進体

制）について詳細に実状を調査し、その他近

年動きを見せつつあるいくつかの論点（社会

的包摂の実現、都市住民のアイデンティティ

確立、経済的自立を目指した「エコノミュー

ジアム」の発達）に関する情報等を収集し、

世界的な実情と現代社会における意義を考

察する。 
［③ 論点の整理と討論：日本のエコミュー

ジアムのあり方と評価方法の確立］ 
 現代展開されているエコミュージアム理

論と実践手法について、ヨーロッパで試みら

れはじめた評価（マッジら 2006）指標の日

本における適用と確立、ランドスケープイン

タープリテーションの方法などについて、国

際比較を通じ、学際的な研究体制により多面

的な見地から議論し、これらを通して、日本

のエコミュージアムのあり方にむけたチェ

ックリストの作成を試みる。 
 
３．研究の方法 
（１）研究の手法 

概して以下の３通りの手法を用いて研究

を進めた。 

（Ａ）基礎研究として文献、資料収集をおこ

なう他、また、海外で作成された評価指標の

国内への適用をはかる。 

（Ｂ）国内外の現地調査をおこない、世代継

承性と現代的ニーズへの対応に関する実態

把握と評価をおこなう。 
（Ｃ）研究者間の討論により、経年変化の評

価および活動の持続性のための条件等の現

代的課題をテーマに討議する。 
 
（２）国内外の現地調査の対象地 

研究期間内における国内のエコミュージ

アム現地調査としては、北海道有珠山洞爺湖、



 

 

山形県朝日町、福島県三島町、千葉県いすみ

鉄道、神奈川県内（川崎、多摩川、茅ヶ崎、

三浦半島、平塚金目地域、小田原、保土ヶ谷）、

長野県阿智村、大阪市平野町、福井県勝山市、

大分県竹田市、鹿児島県霧島市、他でのエコ

ミュージアム実践を機会を捉えて実態を把

握した。 

本研究期間中で海外の現地調査対象の地

域や施設等は以下の通りである。 

①フランス 
クルゾモンソレミーヌ・エコミュージアム

l’écomusée de la Communauté le Creusot 
Montceau／フレンヌエコミュージアム（現

在ヴァルドビエーブル）l’écomusée du Val de 
Bievre (Fresnes)／バスセーヌエコミュゼ

Écomusée de la Basse Seine(L'écomusée du 
Roumois)／メゾンドバンリューMaison de 
banlieu et de l'architecture d'Athis-Mons／
民衆教育アソシアシオンである教育活動法

訓練センターCEMÉA (Centres 
d’Entraînement aux Méthodes d’Education 
Active) ／社会博物館とエコミュゼ連盟本部

FEMS La Fédération des écomusées et 
des musées de société 
②イタリア 

ピエモンテ州の 3カ所の典型的なエコミュ

ージアム、ヴァルサーEcomuseo della 
Valsesia／ビエッラ Ecomuseo Valle Elvo e 
Serra (Ecomuseo del Biellese)／オルタ

Ecomuseo del Lago d'Orta e Mottarone  
(Ecomuseo Cusius) 
③スウェーデン 

エコミュージアム・ベリスラーゲン

Ekomuseum Bergslagen／ファールン

Falun World Heritage Area 
④ポルトガル 

セイシャル・エコミュージアム Ecomuseu 
Municipal do Seixal 
 
（３）各年度の実施内容 

 ３年間の研究期間内の各年度別に、上記研

究手法のＡ，Ｂ，Ｃのうちどれを用いたか該

当する記号を対応させている。 

① 2010 年度 

・次年度以降の海外調査をすすめるため、海

外動向のための基本的な文献資料の収集と、

現代的課題の抽出を試み、海外現地調査のた

めの基盤を固めた（Ａ） 

・研究者メンバーによる研究会を開催し、研

究計画の詳細検討、エコミュージアム国際比

較のための課題の洗い出し、ワークショップ

の準備・運営の企画をおこなった（Ｃ） 

・国内におけるワークショップを開催し、海

外からの協力研究者（スペイン、フランス）

と共に、各地の国内事例、隼人町（鹿児島県）、

三浦半島（神奈川県）のエコミュージアムに

ついて、現地調査と意見交換を行った。また、

海外からの報告により、エコミュージアム成

立期の事情と現代までの変容について討論

し、その後のシンポジウムにおいて国内の各

事例についての評価を試みた。（Ｂ、Ｃ） 

・国内版チェックリスト作成の準備作業とし

て、海外で作成されたエコミュージアム活動

評価チェックリストを訳して、その適用につ

いて考察した（Ａ） 

・その他、資料収集と予備調査として、日本

エコミュージアム研究会大会（東北）に参加

し、国際博物館会議 ICOM 大会（上海）に参

加し、MINOM 新博物館学運動の集会にも出席

し討論に参加、海外関連研究者と情報交換し

資料収集を行った。（Ｂ、Ｃ） 

② 2011 年度 

・基礎研究として文献、資料収集をおこなっ

た（Ａ） 

・フランス国内の現地調査（世代継承性と現

代的ニーズへの対応に関する実態把握と評

価）として、いくつかの長期経過したエコミ

ュゼの、これまでの変化（自治体の形態や運

営体制などの社会的背景の変化を含む）や現

在の実態についての現地調査を行い、その現

代的な役割に関してフランスにおける協力

研究者（ユグ・ドヴァリーン、アレクサンド

ル・ドラルジュ、アラン・ジュベールら）と

の議論をおこなった。さらに関連する欧州内

のエコミュージアムの動向についても資料

収集を継続的におこない、現代社会における

各事例に対する多面的評価を試みた。（Ｂ） 

・研究者間の討論（経年変化の評価と活動の

持続性のための条件をテーマに討論）として

は、国内で開催されたエコミュージアム研究

会全国大会（長野県阿智村で実施）や研究例

会などの研究会議等に参加し、現地調査を実

施することに加え、情報交換と資料収集を行

った。（Ｃ） 

・評価指標等、資料の国内への適用として、

資料などをもとに研究計画の詳細検討、エコ

ミュージアム国際比較のための課題の洗い

出しをおこない、適宜、外部研究協力者や海

外からの研究協力者（仏、西、英、スウェー

デン、ブラジル）と情報交換をおこなった。

（Ｂ、Ｃ） 

③ 2012 年度 

・国際会議における多くの論文等の文献や資

料を収集し、近年の動向を確認した（Ａ） 

・国内外の研究者との情報交換を実施し、日

本国内におけるエコミュージアムの事例の

動向についても、研究会等によりその実情を

把握した。（Ｃ） 

・2012 年７月にブラジル、アマゾニアでもエ

コミュージアムとコミュニティミュージア

ムの国際会議が開かれたが、その資料を収集

し内容を把握するとともに、さらに、9 月に

は大規模な国際会議としてポルトガルのセ

イシャルで開催された国際会議に出席をし、



 

 

日本の実情と課題を報告するとともに、当該

地域におけるセイシャル市のエコミュージ

アムの実態調査をおこない、また会議での研

究交流や討論、情報交換や資料収集などを集

約的におこなった。これに加えてさらに、近

年きわめて急速に発展しているエコミュー

ジアムの先進国として注目されているイタ

リアにおいて、そのピエモンテ州の３カ所の

エコミュージアムの実態を把握すべく現地

調査をおこない、典型的なタイプの異なるエ

コミュージアムの運営、実態についての調査

をおこなった。（Ｂ，Ｃ） 

 

４．研究成果 

（１）近年の世界における動向 
エコミュージアムはその名称が公的に表

明された 1971 年以降、何度か流行の時期を

経験している。70 年代には世界の各地でエコ

ミュージアムと性格を同じにするコミュニ

ティミュージアム、テリトリーミュージアム

などの名称で、世界的な動きが展開していっ

た。その後、北欧では 80 年代には日本にも

紹介されるようになり、アジア諸国でも 90
年代頃から試みがなされるようになってき

た。日本より少し早く 80 年代から北欧でも

各地で文化財保護の運動と相まってエコミ

ュージアムが次々と立ち上がり、90 年代には

いると、イタリアで州法に位置づけられると

ころもあるように、公的に制度的な裏付けも

進展し、きわめて急速に新規開設が相次ぐよ

うになった。 
1999 年に P.デイビスの英語による紹介書

「ecomuseums –sense of place- 」が発刊

されると、世界的にさらに理解が広まり、国

際的には 2000 年代に入ってから、エコミュ

ージアムに関する国際会議がいくつも開催

されるようになってきた。2000 年、2004 年

にはブラジルのリオデジャネイロで開催さ

れ、2005 年には初めてのアジア地域での大

規模な国際会議として中国貴州省で開催さ

れ、また、ヨーロッパでは、「モンディロー

カリ」による国際ワークショップが 2004 年

以降 2008 年まで毎年開かれ、常に新しい課

題に取り組んできている。この他にも ICOM
（国際博物館会議）の連携組織 MINOM（新

しい博物館学運動）のワークショップがスペ

インで 2005 年、2007 年に開かれ、2011 年

にはカーボベルデで開かれている。2010 年

の ICOM 上海の会場では、MINOM による

分科会ではアジアのエコミュージアムの動

向を話題として集会が開催された。また、

2012 年には，リオデジャネイロでの議論を

踏まえて同じくブラジル国内におけるアマ

ゾニア・エコミュージアムの主催による国際

会議が開催され、社会の開発のためのエコミ

ュージアムとコミュニティミュージアムの

役割の確認が行われた。 

このような流れの中で、2012 年ポルトガ

ルのセイシャルで、大規模な国際会議

ECOMUSEUM2012 が全世界の研究者と実

践者が集う研究大会として開催され、交流も

さらに深まっている。 
 
（２）各国の事情と事例の概略 
・フランス 
 開設から 40 年近く経つエコミュージアム

においては、中心的な活動をしていたリーダ

ーの世代交代や、あるアンテナ（サイト）を

担うアソシアシオンの活動停止、行政直轄の

博物館のみの構成になるなどの変化が見ら

れている。このため広域をテリトリーにして

いるエコミュージアムにおいては、サイトの

縮減や範囲の縮小が生じていたり、また逆に

市町村再編、とくに広域連合化により、テリ

トリーの広域化、それに伴う名称の変化など

が見られている。その中でも、今なお積極的

に活動をしているフレンヌ市（現在は合併し

てヴァルドビエーブル市）のエコミュージア

ムにおいては、現代的な課題（移民、若い世

代、都市化やジェンダー）をテーマに企画展

示や教育的な活動手法の工夫などに力をい

れた運営になっている。中でも若い世代や子

どもたちへの働きかけを重視しており、世代

継承性の意識が強いと言えよう。また、かつ

て日本でも代表的にとりあげられたバスセ

ーヌエコミュージアムでは、その財源は地方

自然公園の公的補助金に大きく依存してお

り、この数十年の自治体の財政状況の変化に

より、かつてのバスセーヌというテリトリー

のエコミュージアムは現在は存在しない。フ

ランスでは自治体の予算額の多寡がその活

動に大きく影響することになり、その地域の

議会で文化財保護や社会教育に理解のある

議員が発言力をもつか否か、つまり政治的に

左右されるということがおこりやすいと指

摘されている。 
・スウェーデン 
 エコミュージアムという名称の生まれる

以前の 1970 年にすでに開設していたエコミ

ュージアム、ヒュスビリンゲンでは、当初か

ら県立博物館の強い主導力のもと、現在でも

町村の支援により運営を続けているが、担い

手は世代交代しており、例えば実演をおこな

う鍛冶職人なども以前は高齢者だったが、近

年では若者がその技術を学び演じるという

ように、世代を超えて活動が継続している。

最大規模のベリスラーゲン・エコミュージア

ムは７つの町村から人口比に応じて補助金

を出し合う連合組織だが、長い歴史の中では、

自治体間の財政の差から、一時期２つの町村

が補助金をカットする年もあった。現在は７

つのうちひとつの自治体が運営費を出して

いない。このため、エコミュージアムとして

はその地域のサイトは公式には位置づけな



 

 

い扱いとしている。しかし、個々のサイトの

活動は住民によりほぼ維持されている。中に

は継承できずに活動停止となったサイトも、

住民活動が不活発になり、観光資源としてだ

けのサイトとなっている地域のエコミュー

ジアムも存在している。また、エコミュージ

アムという名称が誤解をよびやすく、名称を

変えてしまったところも数カ所ある。 
・イタリア 
 イタリアでは 90 年代にピエモンテ州が先

導的な役割を果たし、州法としてのエコミュ

ージアム法などの制度的基盤の上に、急速に

数多くのエコミュージアムが設立された。こ

の時期に自治体が自ら博物館を設置したと

ころも多く、イタリアの国全体での財政危機

を迎えたエコミュージアムの多くでは、これ

らの博物館の運営維持費に苦心している。そ

れぞれの地域では、それぞれの活路を異なっ

た道に見いだしている。アラーニャでは、地

域の民族的独自文化を保全しつつ国内や周

辺国との関連性や差異を見極める文化観光

の資源として位置づけ、限られた独自文化の

行事などを保存する方向性をもっている。ビ

エッラでは、基本的に住民活動を主体として、

自治体からの補助金が無くなってもその活

動自体を持続し、自分たちで文化財の整備保

全や活用を工夫して行っていく方向性をも

っている。また、オルタ湖周辺のエコミュー

ジアムでは、自治体の連合による結束を堅く

保ち、個々の予算は少なくともネットワーク

による運営維持の方策をとっている。この 20
年の間に数多くのエコミュージアムが生ま

れたが、それぞれ地方政治の志向により多様

な変貌をとげてきている。 
・ポルトガル 
 ヨーロッパの中でも古いエコミュージア

ムのひとつとしてのセイシャルエコミュー

ジアムは、市が直営で運営するもので、文化

政策や教育としては効果をあげているだけ

ではなく、多くの人が関わることにより雇用

対策としても機能している。組織的に展開し

ている活動の基調は、次世代を担う子どもた

ちへの文化の伝承という視点である。 
・その他 
 ベトナムでは世界遺産の地域における水

上生活そのものという無形文化財を住民生

活によって生態的に保存するという試みが

エコミュージアムによって展開しており、中

国では国内観光推進と少数民族文化の保護

という視点から、また韓国では首都移転によ

り大きな変化が予測される集落の凍結的保

存、博物館の地域ネットワークによる観光的

地域運営など、アジアでの展開も近年の情勢

との関係で活動テーマが模索されている。 
 
（３）現代的課題のまとめ 

まず近年の議論のテーマのひとつとして、

都市部においては、都市住民のアイデンティ

ティ確立として、多文化多民族社会における

社会的包摂の課題があげられる。社会的に排

除されがちな階層が、住む地域によって社会

的に固定されるというスティグマを伴う現

実を再認識し、かつ自分の地域に対して誇り

をとりもどし未来を構築するための住民の

意識変革を呼び起こす教育的視点が必要と

されている。 
 このことは、世界的な流れの中で、社会の

構成員の相互理解をはかる持続可能な開発

のための教育（ESD）の実践、という言葉で

も表現できると言えよう。国際理解、民族理

解だけではなく、現代的課題としてはジェン

ダーの問題も議論され、この視点からのイン

クルーシブな社会づくりも課題である。 
エコミュージアムとしての継続性のため

に次世代を育成することについては、問題意

識を強く持って積極的に次世代へのアプロ

ーチをする組織と、一方あまり継続性につい

てはこだわらない組織との両者が存在して

いた。前者の場合は、エコミュージアムの継

続性・持続性に危機意識を持ち、積極的に現

代的課題をテーマに展示等をおこない、若い

世代やこれまでミュージアムに関心の無か

った住民にも接点を生み出していこうとい

う活動を工夫し展開している。一方で、後者

の場合は、エコミュージアムの基本的な理念

としてコミュニティや社会の要求や課題に

応えていくことに存在意義を持つが故に、時

代や若い世代がエコミュージアムを必要と

していなくなればそれも時代や社会の成り

行きとして認めていく立場である。いずれも、

その時々の現代社会の抱える課題に常に取

り組んでいくことで共通しているが、将来の

エコミュージアムの存続という点では正反

対の結果になる可能性もある。 
政策や組織運営上の近年の動きとしては、

エコミュージアム法などの法的整備が進め

られたり、欧州ランドスケープ条約における

役割が大きく取り上げられたり、世界遺産や

ジオパークなど流行や観光的価値の高くな

る他の種々の制度等との協力関係もよく見

られるようになった。一方でこれにともなっ

て、エコミュージアムという言葉の理解がま

ちまちだったり、誤解や無理解が多いことな

どから、よりわかりやすい名称に変更すると

ころも見られている。名称についてはテリト

リーの変化などにもより、多くのエコミュー

ジアムで変化している。この他、エコミュー

ジアム相互の研修や情報交換のためのネッ

トワーク化が求められている。 
経済的な持続性の担保という点が、とくに

ヨーロッパ諸国では文化行政共通の課題と

してあげられている。実際の活動のための予

算獲得には、多くのエコミュージアムが苦心

している。多くのエコミュージアム活動が行



 

 

政の補助金などに依存しているが、その予算

は、政治的にその時々の自治体の議会の方針

に左右される。多くは文化行政などであり固

定的な基本的な事業費は継続されているが、

中には、大きく予算を削減され実質的に活動

停止状態となっているところも少なくない。

とくにこの数年のヨーロッパの危機的な経

済状況により、自治体の予算の中でエコミュ

ージアムに確保される予算の割合が非常に

少ないところが大半であった。 
 社会の変化にともなって、活動の衰退と自

然消滅、一時消えたが復活したところもある。

つねに形態を変えつつ変容していく宿命を

エコミュージアムは持ち続けている。本来の

理念に誠実に答える実践として、いつの時代

にもさらに次の世代の礎となる知識と文化

の創造のための工房として、エコミュージア

ムはその意義を持ち続けるものと言えよう。 
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